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　国際シンポジウム「iPS 細胞研究が切り拓く未


































 ライフサイエンス分野	 TOPICS	 Life Science
トピックス 1　世界の幹細胞研究者によりiPS 細胞の課題が討論された
　ヒト i PS 細胞は、2007 年にヒトの皮膚細胞に 4 つの遺伝子を導入することで初めて作り出され、
筋肉や神経組織など様々な細胞に分化する能力を持っている。細胞の作成にヒト胚を使用しないこと
で、ヒト ES 細胞が抱える倫理問題や細胞移植の際の免疫拒絶反応の問題も解決されると考えられ、
医療において幅広い応用の可能性が世界中から期待されている。5 月 11 ～ 12 日に国立京都国際会館
で開催された国際シンポジウム「i PS 細胞研究が切り拓く未来」では、世界の幹細胞研究者 16 名が集

































と ES 細胞の相違の明確化、(6) 目的とする細胞へ
の分化誘導など。
　今回のシンポジウムでの討論がきっかけになり、
今後、さらに、ヒト iPS 細胞研究の進展は世界的
に加速されると考えられる。
